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2023年度（令和 5年度） 

（対象期間：令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 

   西 湘 Ｋ Ｍ マ テ ッ ク 株 式 会 社 
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8. 代表者による全体評価と見直し・指示 

令和 6 年 5 月 24 日発行 

次回発行予定：来年同月 

1. 組織の概要、対象範囲 

１）事業所名及び代表者名：西湘ＫＭマテック株式会社 代表取締役 金原 達雄 

２）所  在  地   ：神奈川県小田原市飯泉 1256-5 

３）問 合 せ 先   ：事務部 EA21 係 Tel：0465-25-2148 Mail：info@km-matech.com 

                     URL：https://www.km-matech.com/ 

４）事業活動の内容 

・資源リサイクル業 （鉄・非鉄・プラスチック） 

・産業廃棄物中間処分業 

・産業廃棄物収集運搬業（神奈川県、静岡県、東京都） 

 

 

 

 

 

認証番号 0002747 

https://www.km-matech.com/


 2 / 13 

 

５）事業の規模 

活動規模 単位 
2022 年度 

（22.4～23.3） 

2023 年度 

（23.4～24.3） 

2024 年度 

（24.4～25.3） 

2025 年度 

（25.4～26.3） 

金属ﾘｻｲｸﾙ量 ｔ 629 817 - - 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ量 ｔ 171.1 125.2 - - 

収集運搬量 ｔ 846.42 961.45 - - 

中間処理量 ｔ 715.09 928.91 - - 

売上高 百万円 79 92 - - 

従業員数 人 7 7 - - 

床面積 ㎡ 609.7 609.7 609.7 609.7 

用途地域  第一種住居地域 第一種住居地域 第一種住居地域 第一種住居地域 

 

６）事業の年度 

・9 月～8 月決算（ＥＡ21 環境経営レポート報告対象期間：4 月～3 月） 

７）情報公表項目 

（1）法人設立年月日：平成 19 年 9 月 14 日 

（2）資本金：1000 万円 

（3）許可の内容： 

   許可地域、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、許可年月日、許可の有効年月日 

 

神奈川県 産業廃棄物処分業 （溶融、圧縮、切断、機械選別） ０１４２７１４３６４７ 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリート

くず・陶磁器くず、木くず、紙くず、繊維くず 

令和 2 年 3 月 31 日 

令和 7 年 3 月 30 日 

神奈川県 産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） ０１４０４１４３６４７ 

廃プラスチック類（※）、金属くず（※）、ガラスくず・コ

ンクリートくず・陶磁器くず（※）、木くず、紙くず、がれ

き類 

※水銀使用製品産業廃棄物を含む 

平成 20 年 8 月 5 日 

令和 10 年 8 月 4 日 

東京都 産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） １３－００－１４３６４７ 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリート

くず・陶磁器くず、木くず、紙くず、がれき類 

※水銀使用製品産業廃棄物、石綿含有産業廃棄物を含む 

令和 2 年 2 月 19 日 

令和 7 年 2 月 18 日 

静岡県 産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） １４３６４７ 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリート

くず・陶磁器くず、木くず、がれき類（再生利用可能なも

のに限る） 

令和 2 年 12 月 2 日 

令和 7 年 12 月 1 日 
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（4）施設状況： 

   ▼収集運搬業：運搬車両の種類と台数 

車両 台数 

収集運搬車 

（軽油） 

平ボディ（4ｔ）いすゞ自動車製 1 

ウイング（3ｔ）日野自動車製 1 

ダンプ（3ｔ）トヨタ自動車製 ※来年度入替予定 1 

アームロール（4ｔ）日野自動車製 1 

営業車 

（ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ） 
（HV）プロボックス 1 

 

▼処分業：処理施設の種類、処理する産業廃棄物の種類、処理能力（規模）、処理方式、処理工程図 

中間処分施設 台数 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 

溶融施設 1 廃プラスチック類 0.5ｔ/日（8ｈ） 

圧縮施設 1 廃プラスチック類、紙くず 2ｔ/日（8ｈ） 

切断施設 1 
廃プラスチック類、金属くず、ガラ陶、紙く

ず、木くず、繊維くず 
3ｔ/日（8ｈ） 

機械選別施設 1 
廃プラスチック類、金属くず、ガラ陶、紙く

ず、繊維くず 
3ｔ/日（8ｈ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8）認証・登録（対象）範囲 

・全組織、全活動 

 

 

 

受
入
れ 

▽混合廃棄物 

廃プラスチック類 

金属くず 

木くず 

紙くず 

ガラ陶 

繊維くず 

 

手
選
別 

廃プラスチック類 

 

溶融施設 再生 

原材料化 

固形燃料化 

単純焼却 

廃プラ類、金属くず、ガ

ラ陶、紙くず、繊維くず 

廃プラスチック類、 

紙くず 

廃プラ類、金属くず、ガラ陶、

紙くず、木くず、繊維くず 

機械選別施設 

切断施設 

圧縮施設 
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2. 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 役割、責任及び権限 

代表者 

・経営における課題とチャンスを整理・明確化 

・環境経営方針を定め、誓約 

・効果的で必要十分な実地体制を構築し、役割、責任及び権限の決定 

・社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 

・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知 

・全社組織への EA21 活動実施の統括、事務取扱 

・EA21 活動の結果全体の、とりまとめ承認及び代表者への報告 

・問題点の是正措置の統括 

現場責任者 

・環境管理責任者の補佐 

・内外環境コミュニケーションへの対応（教育・訓練を含む） 

・問題点の是正措置、予防措置の実施 

現場 ・EA21 活動の実施と提案 

 

 

 

環境経営システム実施体制図 

代表者 

代表取締役 

環境管理責任者 

事務長 

現場責任者 

専務取締役 

現場 

工場長 
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3. 環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 
 

＜基本理念＞ 

我社は、箱根外輪山や相模湾を有する緑豊かなこの地に創業し、自然の 

息吹と大地の恵みを肌で感じ、この自然環境を守っていくことの重要性を 

認識した上で企業活動を行います。 

 また、廃棄物の削減と資源循環型社会の実現を目指して、地域に与える環境 

影響に配慮し、二酸化炭素の発生抑制や省エネルギー・節水に努めるなど、 

継続的な環境負荷の低減を図るために全社一丸となって以下の項目に取り組み

ます。 

 

＜行動方針＞ 

1. 環境関連の法規等を遵守し、環境の保全に努めます 

2. 廃棄物の再資源化を推進し、継続的に改善を図ります 

3. 顧客に廃棄物の発生抑制の情報提供に努めます 

4. 収集運搬等に使用するガソリン（レギュラー・軽油）等の燃費を改善します 

5. 事務所及び工場における電気使用量の削減に努めます 

6. 水の適切な使用管理を行います 

7. 社内の環境教育を心掛けます 

制定日 平成 23 年 5 月 1 日 

改定日  令和 2 年 5 月 1 日 

西湘ＫＭマテック株式会社 

代表取締役 金原 達雄 
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4. 環境経営目標とその実績 

2022 年度の環境目標の実績値を基にして目標を下記の内容で設定する。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

＊化学物質の使用は無いので、化学物質の使用量削減に関する環境目標は設定していない 

＊購入電力の排出係数：0.50（㎏-CO2/kWh） 

＊電気使用量の削減（kWh）：電気使用量／全出荷量合計（11,190kWh /1,096ｔ＝10.21） 

＊電気使用量削減のｔは全出荷量合計を使用 

＊二酸化炭素排出量の㎏-CO2 は全出荷量合計を使用（27,676／1,096ｔ＝25.3） 

＊2023 年度以降の環境目標は、2022 年度の実績値を基準に 1 年目 1％、2 年目 2％、3 年目 3％減

（増）とする。（但しガソリン燃費はゼロベース、有価物への提案件数は 3 件とする、金属屑は 710

ｔを基準とし、次年目標値は、前年目標値の 1％増加とする） 

＊軽油の目標値について、前年度目標値より 3%ずつ下げて適性を測る 

※2023～2025 年で 3 年目標の再設定は、2022 年度を基準とする。 

 

 

 2022 年度 

（22 年 4 月 

～23 年 3 月） 

【基準年】 

2023 年度 

（23 年 4 月 

～24 年 3 月） 

【1％減(増)】 

今回活動期間 

2024 年度 

（24 年 4 月 

～25 年 4 月） 

【2％減(増)】 

2025 年度 

（25 年 4 月 

～26 年 3 月） 

【3％減(増)】 

 

金属屑のリサイクル（t） 

1％増/年 

目標 710 717 725 730 

実績 629.4 817 - - 

軽油（km/L） 

1％増/年 

目標 6.45 6.27 6.01 5.83 

実績 4.26 6.16 - - 

ﾚｷﾞｭﾗｰ燃費（km/L） 

1％増/年 

目標 17.1 16.9 17.1 16.9 

実績 15.24 19.55 - - 

電気使用量の削減 KWh/

ｔ 1％減/年 

目標 13.6 13.8 13.6 13.6 

実績 13.7 9.7 - - 

二酸化炭素排出量 (kg) 

1％減/年  ㎏-CO2/ｔ 

目標 34.3 34.0 33.6 33.3 

実績 31 21 - - 

事業系ごみの排出抑

（㎏） 

実績 134 134 - - 

節水（ｍ３） 
目標 節水管理 節水管理 節水管理 節水管理 

実績 287 150 - - 

廃棄物の有価物への提案          

(件)  

目標 3 3 3 3 

実績 3 3 - - 
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5. 環境経営計画に基づき実施した取組内容 

1）金属屑リサイクル量の増大 

 ・金属屑の分別（鉄屑、銅、アルミ、SUS）の強化及び、作業・出荷効率の向上 

 ・金属屑と材質判別装置による廃プラスチック分別の強化 

 ・金属屑の積極的な受入れ 

 ・融解再生によるプラスチックの再生量の増加 

 

 

 

2）収集運搬車の軽油燃費の改善 

 ・効率的な運転の推進 

 ・適切な過不足のないギアチェンジ 

 ・車間距離にゆとりをもつ、加速・減速の少ない運転 

 ・A／C（エアコン）の適切使用 

 ・最適な車両の積込・積荷で運転（最小限の必要備品の積載） 
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

燃焼（KM/Ｌ） 毎月の軽油燃費

目標値 4094 2600 6424 6756



 8 / 13 

 

3）営業車のガソリン燃費の意識 

 ・効率的な運転の推進（混雑が予想される道の利用を避ける等） 

 ・車間距離にゆとりをもつ、加速・減速の少ない運転 

 ・定期的にタイヤの空気圧のチェック  

 

4）電気使用量の削減 

 ・溶融機を効率の良い連続運転で作業する 

 ・不要時のこまめな節電（スイッチＯＦＦ）をする 

 ・エアコンの設定を（冬）30 度、（夏）18～20 度にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5）事業系ごみの排出抑制 

 ・個人のゴミは自宅へ持ち帰る他、分別・分別管理周知し、可燃ごみを減らすよう心がける 

 ・ミスコピーの削減及びミスコピーの裏紙使用の他、IT・電子メディアによるペーパレス化 
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0

200

400

600

800

1000

1200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電気使用量

電気4～7kW 電気26kW



 9 / 13 

 

6）節水 

 ・生活用水の効率的な使用に努める 

 

7）廃棄物の有価物への提案 

 ・顧客に対し積極的に提案し、廃棄物削減を進めていく 
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2023年度環境経営計画 2023/05/15 金原義恵 承認：社長

NO　　年　度　目　標 計画項目・実績項目 責任者 2023/4 2023/5 2023/6 2023/7 2023/8 2023/9 2023/10 2023/11 2023/12 2024/1 2024/2 2024/3 合計

1 ＊金属リサイクル量の増大 計画出荷量t 65.0 65.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 65.0 60.0 65.0 36.5

再生金属の出荷量 同　累計 t 65.0 130.0 190.0 250.0 310.0 370.0 430.0 490.0 555.0 615.0 680.0 716.5

出荷量710ｔ/年 実績出荷量t 60.6 62.7 77.1 123.9 60.7 58.0 72.9 120.3 84.9 27.0 32.7 36.5

　　　↓　1％増 同　累計 t 60.6 123.3 200.4 324.3 385.0 443.0 515.9 636.2 721.1 748.1 780.8 817.3

720ｔ/年 評価

2 ＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 658.94 620.49 550.28 571.23 674.54 576.53 613.77 555.92 863.33 405.15 544.22 571.04

4車合同 同　累計 L 658.94 1,279.43 1,829.71 2,400.94 3,075.48 3,652.01 4,265.78 4,821.70 5,685.03 6,090.18 6,634.40 7,205.44

全車輌の軽油燃費の改善 実績走行距離 km 4,467 3,958 4,382 3,631 3,659 3,389 3,299 4,030 4,165 2,682 2,871 3,824

4.00km/L 同　累計 ｋｍ 4,467 8,425 12,807 16,438 20,097 23,486 26,785 30,815 34,980 37,662 40,533 44,357

　　　　↓  0%増 実績走行／軽油比 km/L 6.78 6.58 7.00 6.85 6.53 6.43 6.28 6.39 6.15 6.18 6.11 6.16

6.27km/L 評価

3 ＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 133.22 46.68 45.67 98.31 141.17 88.29 44.54 91.41 128.06 45.82 81.37 79.14

6424 同　累計 L 133.22 179.90 225.57 323.88 465.05 553.34 597.88 689.29 817.35 863.17 944.54 1,023.68

車輌毎の軽油燃費の改善 実績走行距離 km 994 994 994 529 608 608 384 778 778 399 434 726

km/L 同　累計 ｋｍ 994 1,988 2,982 3,511 4,119 4,727 5,111 5,889 6,667 7,066 7,500 8,226

　　　　↓  0%増 実績走行／軽油比 km/L 7.46 11.05 13.22 10.84 8.86 8.54 8.55 8.54 8.16 8.19 7.94 8.04

km/L 評価

＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 149.67 159.02 201.88 164.11 139.78 163.13 155.73 114.08 113.74 95.28 151.87 112.18

6756 同　累計 L 149.67 308.69 510.57 674.68 814.46 977.59 1,133.32 1,247.40 1,361.14 1,456.42 1,608.29 1,720.47

車輌毎の軽油燃費の改善 実績走行距離 km 1,276 921 1,299 887 858 939 831 1,039 772 688 746 966

km/L 同　累計 ｋｍ 1,276 2,197 3,496 4,383 5,241 6,180 7,011 8,050 8,822 9,510 10,256 11,222

　　　　↓  0%増 実績走行／軽油比 km/L 8.53 7.12 6.85 6.50 6.43 6.32 6.19 6.45 6.48 6.53 6.38 6.52

km/L 評価

＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 111.38 153.34 44.24 62.71 69.21 60.78 111.37 117.73 250.94 68.32 62.00 132.81

2600 同　累計 L 111.38 264.72 308.96 371.67 440.88 501.66 613.03 730.76 981.70 1,050.02 1,112.02 1,244.83

車輌毎の軽油燃費の改善 実績走行距離 km 762 762 700 1,083 707 707 707 936 1,008 311 601 749

km/L 同　累計 ｋｍ 762 1,524 2,224 3,307 4,014 4,721 5,428 6,364 7,372 7,683 8,284 9,033

　　　　↓  0%増 実績走行／軽油比 km/L 6.84 5.76 7.20 8.90 9.10 9.41 8.85 8.71 7.51 7.32 7.45 7.26

km/L 評価

4 ＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 264.67 261.45 258.49 246.10 324.38 264.33 302.13 232.70 370.59 195.73 248.98 246.91

4094 同　累計 L 264.67 526.12 784.61 1,030.71 1,355.09 1,619.42 1,921.55 2,154.25 2,524.84 2,720.57 2,969.55 3,216.46

車輌毎の軽油燃費の改善 実績走行距離 km 1,435 1,281 1,389 1,132 1,486 1,135 1,377 1,277 1,607 1,284 1,090 1,383

km/L 同　累計 ｋｍ 1,435 2,716 4,105 5,237 6,723 7,858 9,235 10,512 12,119 13,403 14,493 15,876

　　　　↓  0%増 実績走行／軽油比 km/L 5.42 5.16 5.23 5.08 4.96 4.85 4.81 4.88 4.80 4.93 4.88 4.94

km/L 評価

＊二酸化炭素排出量削減 実績使用量 L 33.00 0.00 50.51 31.88 29.20 32.91 0.00 29.69 57.62 32.40 0.00 27.99

2332(ﾌﾟﾛﾎﾞｯｸｽ4848) 同　累計 L 33.00 33.00 83.51 115.39 144.59 177.50 177.50 207.19 264.81 297.21 297.21 325.20

ガソリン燃費の管理 実績走行距離 km 757 757 376 363 363 362 222 738 555 343 165 265

14.4km/L 同　累計 ｋｍ 757 1,514 1,890 2,253 2,616 2,978 3,200 3,938 4,493 4,836 5,001 5,266

　　　　↓  0%増 実績走行／ｶﾞｿﾘﾝ比 km/L 22.94 45.88 22.63 19.53 18.09 16.78 18.03 19.01 16.97 16.27 16.83 16.19

16.9km/L 評価

5 ＊二酸化炭素排出量削減 実績電力使用量　kWh 857 620 710 1112 1430 1413 848 696 737 887 880 800

電気量の削減 同　累計　kWh 857 1,477 2,187 3,299 4,729 6,142 6,990 7,686 8,423 9,310 10,190 10,990

13.6kWh/廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ出荷t　 実績廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ出荷量ｔ 8.9 2.8 3.6 4.0 5.0 2.2 3.4 4.0 7.0 2.8 2.9 7.7

　　　　↓  10%減 同　累計　ｔ 8.9 11.7 15.3 19.3 24.3 26.5 29.9 33.9 40.9 43.7 46.6 54.3

13.5kwh/出荷t kWh/出荷t（累計） 96.3 126.2 142.9 170.9 194.6 231.8 233.8 226.7 205.9 213.0 218.7 202.4

評価

6 ＊事業系一般ごみの排出抑制実績排出量㎏ 12 11 10 11 9 12 11 12 13 10 11 12

2022年度実績　265㎏/年 同　累計　㎏ 12 23 33 44 53 65 76 88 101 111 122 134

134㎏/年 評価

7 ＊節水 実績使用量ｍ３ 57 0 149 0 35 0 20 0 12 0 14 0

（水使用量の監視・管理） 同　累計　ｍ３ 57 57 206 206 241 241 261 261 273 273 287 287

評価

8 ＊廃棄物の有価への提案 目標件数 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0

同　累計　　件数 0 0 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3

　　　　提案件数/年 実績件数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0

　　　　３件/年 同　累計　　件数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 3

評価

NO

評価者

1 作業手順書に沿った解体作業の実施 ・金属くずの相場は昨年度と比べ安定傾向。出荷数も維持傾向にあり、売上としては平均を維持した。

金属屑の積極的な受け入れをおこなう ・排出事業者による有価プラへの力入れで、ぷらしる導入により、更にプラ分別能力をあげている。

金属の分別を徹底的にする ・国内で回すマテリアルリサイクルに引き続き力を入れていきたい。

作業の効率化で電気使用量を抑える ・今年度は金型の入荷が去年度より少なかったのにも関わらず、出荷数を維持できた。

需要の高い金属類を確実にリサイクルする ・印刷局入札案件で一番大きい鉄屑を来年度こそ落札したい。

2 ・燃料効率の良い速度で運転 ・3ｔＷの入替を行ったので、目標達成に貢献できた。

3 ・効率の良い積込・積荷などで運転 ・車両導入の際に、環境への付加価値の高い車種を選定することを念頭に置く結果だと思う。

4 ・急ブレーキ・急発進を避ける運転 ・早く作業を終わらせることよりも、時間をかけてゆっくり確実の運転意識を互いに確認しあっている。

・アイドリングストップ運転 ・高齢化の為、メインの運転手を入れ替えたことにより、より安全管理と環境負荷低減を目指す。

5 ・効率の良い減容器の運転をする ・必要最低限の灯り、こまめなスイッチオフを社員全体で意識できていた。

・計量器等の電源をこまめに消す ・去年の減容機入替に続き、来年度はプレス機の故障による修理を覚悟しなければならない。

・不要な照明の消灯

6 ・分別を徹底して行い廃棄物の発生量を削減 ・2023年6月に減容機の新規入替とプラスチック分析器（ぷらしる）導入により、

・家庭ごみは持ち帰る プラスチック材質判別能力が社全体で均一に上がり、マテリアルリサイクルへ更にまい進した。

7 ・無駄な使い方をさける ・砂埃防止のための散水は引き続き必要。近隣住民への対策にもなる。

・乾燥機付きのドラム式洗濯機は、電気代と水道代だけでなく、事務の人的削減になっている。

8 ・積極的にお客様へ提案していく ・リスクヘッジも鑑み、得意不得意分野ごとにプラスチック出荷先への分散化を図る。

〇

辰森
俊介

社長2023/12

社長

〇 〇 〇

〇 〇 〇

△ △ △ △

△ △ △

〇 〇 〇 〇

〇 〇

辰森
俊介

辰森
俊介

社長

〇

辰森
俊介

辰森
俊介

社長

〇

×

- -

金原
義恵

〇 〇 〇

×

プレス機ともに、10年近く頑張ってもらった。

〇

金原
義恵

× × 〇 〇

△

目標の達成手段
評価確認結果、コメント、是正処置等時期（定期・臨時）評価・確認　月日

評価・確認

--

金原
義恵

× ×

〇

〇 〇

〇 〇

定期

定期

定期

社長

社長

2023/12

2023/12・2024/3　

2024/12・2025/3　

2023/6

2023/9

2024/3

2023/6 　 ・9　

2023/6

2023/9

2024/3

社長 定期

2024/6 　 ・9　

2023/6 　 ・9　

2023/12・2024/3　

2023/6 　 ・9　

2023/12・2024/3　

社長

社長

定期

定期
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6.  環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の目標と計画 

№ 推進項目 単位 
今 年 度 

目 標 

今 年 度 

実 績 値 

評

価 
評価及び次年度の取組内容 

1 
金属等のリサイ

クル量の増大 
ｔ 717 817 〇 

・コロナも明け、上昇傾向になった 

・新規定期案件も増え、来年度も積極的

に顧客のニーズをくみ取り、新規提案

等取り組んでいく。 

2 
軽油燃料の燃費

改善 
ｋｍ／Ｌ 6.27 6.16 △ 

・急ブレーキや急発進の報告（毎月自動

AI報告）も無く、安心安全運転に繋が

る燃費良好運転が出来た。前年度と比

べ、目標値に近い数値が出せ、適切な

数値になった。グラフを見る通り、

4094の4ｔアームロール車が足を引っ張

るものの、ルート営業の際、渋滞を避

ける為、山道を通ることが原因だと思

われる。渋滞を選択する場合、約往復

30分以上のロスが生まれてしまう。来

年度は、サマータイム制を取り入れ、1

時間早く動くことで、渋滞前の時間を

有効的に活用し、平面道路の運行をし

たい。 

3 
ガソリン燃費の

燃費改善 
ｋｍ／Ｌ 16.9 16.3 △ 

・ℓ/20㎞以上を目指したいと去年記載し

たものの、経年劣化による燃費減少は

避けられないので、改めて目標値を再

設定する必要がある。が、今年は近し

い数字が出せたので、引き続きエコド

ライブを励行していく。 

4 
電気使用量の削

減 
kWh/t 13.6 10.21 × 

・西日の影響で室内温度に大きく影響さ

れているので、遮光ブラインドを採用

しつつ、窓ガラスに直接接着するタイ

プを採用した。エアコンの使用頻度を

下げる他、着用する服装の自由化等、

引き続き無理のない程度に節約に貢献

できるよう取り組んでいきたい。 

5 
二酸化炭素排出

量（原単位） 

㎏-CO₂/

ｔ 
34 25.3 〇 

・来年度は3ｔダンプ車（6424）の入替を

検討している。環境に配慮した、トヨ

タ車を引き続き導入する予定である。 



 12 / 13 

 

6 節水 ｍ３ 

実績 

管理 150 〇 

・約半分近く節水が出来た。節水管理を

引き続き行っていく。 

7 
廃棄物の有価物

への提案 
件 3 3 ○ 

・2023年度環境展へ出向くなどをし、有

価物への提案を再検討した。 

※二酸化炭素排出量の総量の実績は 27,676Kg- CO₂ 

評価 ： ○→100％ 達成  △→95～100％未満  ×→95％以下 

 

7.  環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟等の有無 

当社の環境関連法規は、次の通りである。 

・廃棄物処理法 

・神奈川県生活環境の保全に関する条例 

・自動車 NＯxPM 法 

環境関連法規等は遵守しております。 

環境関連法規への違反、関係当局よりの違反指摘は、創業以来ありません。 

訴訟等もありません。 

遵守状況確認日：令和 6年 3 月 25 日及び 26日 

 

8.  代表者による全体評価と見直し・指示 

1）見直し実施日：2024 年 6 月 1 日 

2）全体評価 

EA21 を構築し 17 年目となるが、敷地拡大検討や設備投資等によるあらゆる環境変化の中、 

環境活動はおおむね実施できた。従業員も自ら考え検討し、改善策を提示したり切磋琢磨出来る 

良い社内環境であると感じる。引き続き、向上心をもって環境活動に取り組みたい。 

3）変更の要否 

  引き続き様子を見ながら、改定検討をする。 

4）個別のコメント 

①「金属等のリサイクル量」はコロナも明けたこともあり、安定した上昇傾向になった。新規設備導入によ

り、一層のリサイクル増大による環境負荷の低減を図り、SDGｓの取組にも力を入れていきたい。 

 

 

 

 

 ②「軽油燃料の燃費改善」は、昨年に比べ金型が少なかった要因があるものの燃費向上が図れた。

引き続き目標値の最適な設定をし直し、その基準を超えるよう努めていく。 

 ③「ガソリンの燃費改善」は、燃費は安定していた。ℓ/20kｍ以上を昨年目指そうと思ったものの、



 13 / 13 

 

経年劣化による燃費下降は避けられないので、引き続き燃費安定と効率性を求めた運転・安全運

転の意識を落とさず励行していく。（ヒヤリ・ハットの社内共有） 

 ④ウォーターサーバーの使用頻度も高く、夏場は 1 時間に 1 度休憩するように等、状況に合わせて

適度な休憩もしてくれている。外作業の際は、なるべく日陰になる時間帯を推測するなど、社員

一人一人が熱中対策に意識を持ってくれている。経費をかけた空調服に関しては、ベスト型を検

討中。置き型エアコンも増やすことを検討中。 

  電気使用量に関して、設定温度が極端すぎるようであるが、建物の構造上、遮熱耐性が低い為である。 

 ⑤二酸化炭素排出量削減に関しては、上記電気使用量の改善策を進めることで励行していく。 

  また、軽油の使用量に関しては同方向取引先への集約に向けて、月次予定表を立案し、運搬の集約化 

を図っているので、引続き行っていく。 

 ⑥「事業系ごみの排出」は、個人のゴミは自宅へ持ち帰る他、分別・分別管理周知し可燃ごみを減らし 

ている。また、ミスコピーの削減及びミスコピーの裏紙使用、IT・電子メディアによるペーパレス化に 

よる対策も講じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑦「節水」は、水の使用が生活用水に限られ、従来から生活習慣として節水の努力を続けている。 

  砂埃が経たないよう散水の必要性が出ており、使用量はある一定あるものの、今後も上水の使用量を注意 

する他、水道メーター検針の確認をして漏水管理していく。型式の古くないドラム式洗濯機は、去年に続 

き電力と節水だけでなく事務負担にも貢献している。 

 

 

 

 ⑧「廃棄物の有価物への提案」は、これからも顧客に対し積極的に提案し、顧客満足度を上げるととも 

に、廃棄物削減に努めたい。 

また、2024 年度環境展へ伺い、より環境貢献できるよう、社内一丸となって産廃から資源再活用への転換 

を細かく実践していく。 

 


